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議
会
だ
よ
り

未
来
の
た
め
に
考
え
よ
う
、み
ん
な
も
一
緒
に

武
豊
町 

の 
武
豊
町 

の 

A案

　
12
年
前
に
夫
・
４
歳
・
２
歳
の

子
と
武
豊
に
転
入
。
現
在
子
ど
も

は
高
校
１
年
生
・
中
学
２
年
生
・

小
学
６
年
生
に
な
り
ま
し
た
。

自
分
だ
け
で
は
育
て
ら
れ
な
い

　
子
ど
も
が
小
学
生
に
な
る
と
、

学
校
で
の
様
子
な
ど
子
ど
も
を
取

り
巻
く
環
境
が
見
え
に
く
く
な
り

ま
し
た
。
保
護
者
は
先
生
方
や
地

域
と
積
極
的
に
関
わ
る
こ
と
が
大

切
だ
と
思
い
ま
す
。
今
年
は
学
校

の
役
員
を
引
き
受
け
て
、
よ
り
強

く
感
じ
て
い
ま
す
。
地
域
に
開
か

れ
た
学
校
は
、
住
み
や
す
い
ま
ち

づ
く
り
に
と
て
も
重
要
だ
と
思
い

ま
す
。

私
に
も
何
か
で
き
る
か
も
し
れ
な
い

　
２
年
前
に
県
の
女
性
指
導
者
研

修
会
に
参
加
し
、
い
ろ
い
ろ
な
活
動

を
し
て
い
る
人
に
出
会
い
ま
し
た
。

ま
ち
づ
く
り
に
と
て
も
興
味
が
湧

き
、
講
師
に
も
た
く
さ
ん
質
問
を
し

ま
し
た
。
12
年
武
豊
町
に
住
ん
で
、

見
え
て
き
た
こ
と
の
中
で
、
私
に
で

き
る
こ
と
が
何
か
あ
る
か
も
し
れ
な

い
と
思
い
ま
し
た
。

武
豊
町
の
こ
と
知
ら
な
か
っ
た
な…

　
昨
年
度
は
ま
ち
づ
く
り
会
議
、

今
年
度
は
総
合
計
画
審
議
会
に
参

加
し
て
、
も
っ
と
ま
ち
づ
く
り
に

関
わ
り
た
い
！
と
思
う
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
武
豊
町
に
つ
い
て
、

役
場
の
職
員
さ
ん
や
参
加
者
の
み

な
さ
ん
と
話
し
て
、
自
分
の
想
い

の
伝
え
方
も
分
か
っ
て
き
ま
し

た
。

気
軽
に
意
見
が
言
え
る
場
所
を
！

　
自
分
の
子
ど
も
が
大
き
く
な
っ

て
も
、
地
域
の
子
育
て
に
関
わ
っ

て
い
き
た
い
で
す
。
意
見
が
取
り

入
れ
ら
れ
る
と
町
へ
の
愛
着
が
増

し
ま
す
。
誰
で
も
気
軽
に
意
見
が

言
え
る
場
所
は
ま
ち
づ
く
り
の
第

一
歩
で
す
よ
ね
。

名
言

　
子
ど
も
っ
て
生
き
て
る
だ
け
で

                  

パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト

見やすくてよみまちがいにくい
ユニバーサルデザインフォント
を採用しています。

　「新しい生活様式」皆さんは、もう慣れましたか？
マスクには慣れましたが、この夏の暑さでは息苦し
く、暑さも増して、なかなか辛いものでした。
　先日、運転中は良いだろうとマスクを外しました。
目的地に着き、マスクを車内に置き忘れた事に気が付
きました。幸い予備のマスクをバックに入れていたの
で、事なきを得ましたが、少し「ヒヤッ」としました。去
年の夏には想像もつかない出来事です。
　コロナ禍において、私のように「ヒヤッ」としただ
けでなく、噂話やコロナ差別を受けて、辛い思いをし
た人もいます。相手を思いやる心と、医療従事者を始
め頑張ってくださっている方々への感謝を大切に、こ
のコロナ禍を乗り切っていきましょう。

編 集 後 記

ご意見募集 議会傍聴

一般質問の放送予定

ケーブルテレビ（ＣＣＮＣ）
12月12日(土)・26日(土)
午前9時から

次回定例会日程(予定)

「議会だより たけとよ」が
掲載されています。

【マチイロ】

地方自治体広報誌アプリ

11月 20日 （金） 請願・陳情提出期限

12月 1日 （火） ９時 開会　　　　　　

 3日 （木） ９時 一般質問　　　　

 4日 （金） ９時 一般質問　　　　

 11日 （金） ９時 議案質疑　　　　

 15日 （火） ９時 総務企画委員会

  　　１４時 　文教厚生委員会

 16日 （水） ９時 建設経済委員会

 18日 （金） １４時 採決

　みなさまからの議会に関するさまざまなご意見を
募集しています。応募は、手紙・電話・メールで。

　  〒470-2392 武豊町字長尾山２番地
　  （0569）72-1111（内線208）
　  gikai@town.taketoyo.lg.jp
※応募に当たっては、必ず、住所、氏名、連絡先(電話・メールアドレ

ス)を記入してください。掲載時は、ご希望によりイニシャル表示と
します。また、写真・ご意見とも掲載時に編集することがあります。

　本会議場で行われる議会は、どなたでも傍聴する
ことができます。また、各委員会は、委員長の許可が
必要となります。

議会だより１７２号（令和２年７月１５日発行）の掲載に誤りがありました。
３ページ特集
誤：「生活保護・就労継続の障がい者への生活支援として１万円支給！」
正：「生活介護・就労継続の障がい者への生活支援として１万円支給！」
　 ご迷惑をおかけしたことをお詫びするとともに、訂正させていただきます。

▲武豊中央公園で遊ぶ子どもとわたし

【お気に入りの一枚】

藤野　由香里さん
ふじ　の　　　　ゆ　か　 り　

わたし

武
豊
と

「武豊とわたし」というテーマで町民にインタビュー

知れば知るほど関わりたくなる！好きになる！
Vol.1

お詫びと訂正

■
C 

■
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■
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■
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議　案　質　疑

議　案　質　疑

決
算
以
外
の
議
案

令
和
元
年
度
　決
算
の
主
な
事
業

令
和
元
年
度
　決
算
の
主
な
事
業

武豊町

◆幼児教育・保育の無償化　１億１,０００万円

◆小中学校教育タブレット端末契約
　３億６,９５３万７,９９３円

年度内にタブレット導入決定

◆記念事業 　５,８５７万７,０００円

　令和元年１０月１日から、保育所、認定こども園に通う３歳児以上の全ての子どもと、０から２歳児
の住民税非課税世帯の子どもの保育料などの無償化が始まりました。その他、年収360万円未満
相当の世帯および第３子以降（認定により異なる）の副食費の免除や、新制度未移行幼稚園に通う
満３歳児以上の保育料などの無償化を行いました。国・県の交付金・補助金は令和２年度に対応

　タブレット端末4,070台、ICT関連機器とし
て、電子黒板135台、書画カメラ30台、学習用
ソフトウェア一式を契約します。

◆プレミアム付商品券交付事業  ６,５４２万５,０００円

◆武豊中央公園整備事業
【整備工事】
２億１,２８８万９,０００円

４,８３１万７,０００円
【用  地  費】

　消費税率の引き上げによる家計に与える影響を緩和するとともに、地域
の消費の下支えをするために、２万５千円分の商品券を２万円で発売しまし
た。対象となった人数は非課税者分５，１９６人、子育て世帯分1，２２３人です。

　第1期工事として芝生広場、トイレ、東
屋の整備が完了しました。
　7月1日より一部利用が開始されました。
　整備工事は、芝生広場の西と北側の道
路などを整備したため当初予算比1,692
万円増、用地費は防災倉庫（北側中央）の
土地を購入したため1,632万円増となり
ました。

　町制65周年を記念し「武豊ふれあい山車まつ
り」「“はやぶさ”まるごと体験inたけとよ」「衣浦み
なとまつり」「NHK公開録画民謡魂ふるさとの唄」
などを開催しました。

142億9,991万円
37億9,721万円
5億1,156万円
26億4,352万円
1億5,480万円
12億　 655万円
226億1,355万円

138億6,160万円
37億8,043万円
5億1,094万円
25億4,694万円
1億1,787万円
11億7,269万円
219億9,048万円

4億3,832万円
1,678万円
62万円

9,658万円
3,693万円
3,386万円

6億2,308万円

国 民 健 康 保 険 事 業
後 期 高 齢 者 医 療
介 護 保 険 事 業
農 業 集 落 排 水 事 業
下 水 道 事 業
合 計

歳入（収入）会 計 名 歳出(支出) 差 引 額

81億5,158万円
12億6,358万円
11億2,968万円
8億1,081万円
3億5,810万円
3億　　　　円
5億5,285万円
2億1,514万円
2億　847万円
7,270万円

130億6,293万円

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

82億　865万円
13億2,376万円
11億8,905万円
9億1,177万円
8億　960万円
9億1,770万円
5億7,528万円
1億5,936万円
1億3,208万円
7,266万円

142億9,991万円

5,707万円
6,018万円
5,937万円

1億 　96万円
4億5,150万円
6億1,770万円
2,243万円
5,578万円
7,639万円

5万円
12億3,699万円

町 税
国 庫 支 出 金
交付税及びその他交付金
県 支 出 金
町 債 ( 借 金 )
繰入金(貯金取り崩し)
諸 収 入
使用料及び手数料
分担金及び負担金
そ の 他
総 額

前年度決算 令和元年度 前年度比

一 般 会 計
特
別
会
計

 (四捨五入により、差引額・合計などが実際の計算額と異なる場合があります)

8億7,274万円
7億2,981万円
8,534万円

3億4,048万円

収 益 的 収 入
収 益 的 支 出
資 本 的 収 入
資 本 的 支 出

水
道
事
業
会
計

※当年度純利益は1億2,443万円

※収支不足分は、過年度分損益勘定留保資金
　２億3,674万円にて補てん

〈一般会計決算の内訳〉
歳入〈財源〉 142億9,991万円

歳出〈使い道〉 138億6,160万円
●

●

●

●

●

●

●

●

52億4,876万円

18億　720万円

16億9,721万円

12億2,641万円

10億6,281万円

6億7,272万円

5億4,332万円

5億　692万円

127億6,535万円

51億9,351万円

　　　　25億　811万円

17億4,247万円

13億3,881万円

11億4,713万円

　　　6億　175万円

5億6,646万円

7億6,335万円

138億6,160万円

5,525万円

7億　　91万円

4,526万円

1億1,239万円

8,432万円

7,097万円

2,314万円

2億 5,643万円

10億9,625万円

民 生 費

教 育 費

土 木 費

総 務 費

衛 生 費

公 債 費

消 防 費

総 額

前年度決算 令和元年度 前年度比

その他
（農林水産費・議会費・商工費・労働費など）

令
和
元
年
度
決
算
の
概
要

町税
（82億865万円）

国庫支出金
（13億2,376万円）

交付税及びその他交付金
（11億8,905万円）

県支出金
（9億1,177万円）

町債
（8億960万円）

町税
（82億865万円）

国庫支出金
（13億2,376万円）

交付税及びその他交付金
（11億8,905万円）

県支出金
（9億1,177万円）

町債
（8億960万円）

繰入金
（9億1,770万円）

諸収入
（5億7,528万円）

使用料及び手数料
（1億5,936万円）

分担金及び負担金
（1億3,208万円）

その他（7,266万円）

教育費
（25億811万円）
教育費

（25億811万円）
土木費

（17億4,247万円）
土木費

（17億4,247万円）

総務費
（13億3,881万円）
総務費

（13億3,881万円）

衛生費
（11億4,713万円）
衛生費

（11億4,713万円）

公債費
（6億175万円）

消防費
（5億6,646万円）

その他
（7億6,335万円）

民生費
（51億9,351万円）
民生費

（51億9,351万円）

武豊町負担分　半年で1億1,000万円

増税対策の商品券の購入率約4割…

武豊のオアシス誕生！

プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券

事
業
の
達
成
率
と
経
済

効
果
は
。

予
算
に
対
す
る
執
行
率

は
38
・
49
％
。
達
成
率

は
1
0
0
％
と
は
言
え
な
い
が
、

消
費
税
増
税
に
よ
る
消
費
に
与

え
る
影
響
は
、
あ
る
程
度
緩
和

で
き
た
と
考
え
て
い
る
。

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想

 

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
な
ど

を
リ
ー
ス
で
は
な
く
購

入
に
し
た
理
由
は
。

リ
ー
ス
契
約
よ
り
購
入

の
方
が
安
価
に
調
達
で

き
る
た
め
。

ソ
フ
ト
以
外
の
デ
ジ
タ

ル
教
材
の
利
用
は
。

教
材
用
ア
プ
リ
や
プ
ロ

グ
ラ
ミ
ン
グ
教
材
な
ど

必
要
に
応
じ
て
利
用
す
る
こ
と

が
可
能
で
あ
る
。
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議　案　質　疑

決
算
以
外
の
議
案

令
和
元
年
度
　決
算
の
主
な
事
業

令
和
元
年
度
　決
算
の
主
な
事
業

武豊町

◆幼児教育・保育の無償化　１億１,０００万円

◆小中学校教育タブレット端末契約
　３億６,９５３万７,９９３円

年度内にタブレット導入決定

◆記念事業 　５,８５７万７,０００円

　令和元年１０月１日から、保育所、認定こども園に通う３歳児以上の全ての子どもと、０から２歳児
の住民税非課税世帯の子どもの保育料などの無償化が始まりました。その他、年収360万円未満
相当の世帯および第３子以降（認定により異なる）の副食費の免除や、新制度未移行幼稚園に通う
満３歳児以上の保育料などの無償化を行いました。国・県の交付金・補助金は令和２年度に対応

　タブレット端末4,070台、ICT関連機器とし
て、電子黒板135台、書画カメラ30台、学習用
ソフトウェア一式を契約します。

◆プレミアム付商品券交付事業  ６,５４２万５,０００円

◆武豊中央公園整備事業
【整備工事】
２億１,２８８万９,０００円

４,８３１万７,０００円
【用  地  費】

　消費税率の引き上げによる家計に与える影響を緩和するとともに、地域
の消費の下支えをするために、２万５千円分の商品券を２万円で発売しまし
た。対象となった人数は非課税者分５，１９６人、子育て世帯分1，２２３人です。

　第1期工事として芝生広場、トイレ、東
屋の整備が完了しました。
　7月1日より一部利用が開始されました。
　整備工事は、芝生広場の西と北側の道
路などを整備したため当初予算比1,692
万円増、用地費は防災倉庫（北側中央）の
土地を購入したため1,632万円増となり
ました。

　町制65周年を記念し「武豊ふれあい山車まつ
り」「“はやぶさ”まるごと体験inたけとよ」「衣浦み
なとまつり」「NHK公開録画民謡魂ふるさとの唄」
などを開催しました。

142億9,991万円
37億9,721万円
5億1,156万円
26億4,352万円
1億5,480万円
12億　 655万円
226億1,355万円

138億6,160万円
37億8,043万円
5億1,094万円
25億4,694万円
1億1,787万円
11億7,269万円
219億9,048万円

4億3,832万円
1,678万円
62万円

9,658万円
3,693万円
3,386万円

6億2,308万円

国 民 健 康 保 険 事 業
後 期 高 齢 者 医 療
介 護 保 険 事 業
農 業 集 落 排 水 事 業
下 水 道 事 業
合 計

歳入（収入）会 計 名 歳出(支出) 差 引 額

81億5,158万円
12億6,358万円
11億2,968万円
8億1,081万円
3億5,810万円
3億　　　　円
5億5,285万円
2億1,514万円
2億　847万円
7,270万円

130億6,293万円

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

82億　865万円
13億2,376万円
11億8,905万円
9億1,177万円
8億　960万円
9億1,770万円
5億7,528万円
1億5,936万円
1億3,208万円
7,266万円

142億9,991万円

5,707万円
6,018万円
5,937万円

1億 　96万円
4億5,150万円
6億1,770万円
2,243万円
5,578万円
7,639万円

5万円
12億3,699万円

町 税
国 庫 支 出 金
交付税及びその他交付金
県 支 出 金
町 債 ( 借 金 )
繰入金(貯金取り崩し)
諸 収 入
使用料及び手数料
分担金及び負担金
そ の 他
総 額

前年度決算 令和元年度 前年度比

一 般 会 計
特
別
会
計

 (四捨五入により、差引額・合計などが実際の計算額と異なる場合があります)

8億7,274万円
7億2,981万円
8,534万円

3億4,048万円

収 益 的 収 入
収 益 的 支 出
資 本 的 収 入
資 本 的 支 出

水
道
事
業
会
計

※当年度純利益は1億2,443万円

※収支不足分は、過年度分損益勘定留保資金
　２億3,674万円にて補てん

〈一般会計決算の内訳〉
歳入〈財源〉 142億9,991万円

歳出〈使い道〉 138億6,160万円
●

●

●

●

●

●

●

●

52億4,876万円

18億　720万円

16億9,721万円

12億2,641万円

10億6,281万円

6億7,272万円

5億4,332万円

5億　692万円

127億6,535万円

51億9,351万円

　　　　25億　811万円

17億4,247万円

13億3,881万円

11億4,713万円

　　　6億　175万円

5億6,646万円

7億6,335万円

138億6,160万円

5,525万円

7億　　91万円

4,526万円

1億1,239万円

8,432万円

7,097万円

2,314万円

2億 5,643万円

10億9,625万円

民 生 費

教 育 費

土 木 費

総 務 費

衛 生 費

公 債 費

消 防 費

総 額

前年度決算 令和元年度 前年度比

その他
（農林水産費・議会費・商工費・労働費など）

令
和
元
年
度
決
算
の
概
要

町税
（82億865万円）

国庫支出金
（13億2,376万円）

交付税及びその他交付金
（11億8,905万円）

県支出金
（9億1,177万円）

町債
（8億960万円）

町税
（82億865万円）

国庫支出金
（13億2,376万円）

交付税及びその他交付金
（11億8,905万円）

県支出金
（9億1,177万円）

町債
（8億960万円）

繰入金
（9億1,770万円）

諸収入
（5億7,528万円）

使用料及び手数料
（1億5,936万円）

分担金及び負担金
（1億3,208万円）

その他（7,266万円）

教育費
（25億811万円）
教育費

（25億811万円）
土木費

（17億4,247万円）
土木費

（17億4,247万円）

総務費
（13億3,881万円）
総務費

（13億3,881万円）

衛生費
（11億4,713万円）
衛生費

（11億4,713万円）

公債費
（6億175万円）

消防費
（5億6,646万円）

その他
（7億6,335万円）

民生費
（51億9,351万円）
民生費

（51億9,351万円）

武豊町負担分　半年で1億1,000万円

増税対策の商品券の購入率約4割…

武豊のオアシス誕生！

プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券

事
業
の
達
成
率
と
経
済

効
果
は
。

予
算
に
対
す
る
執
行
率

は
38
・
49
％
。
達
成
率

は
1
0
0
％
と
は
言
え
な
い
が
、

消
費
税
増
税
に
よ
る
消
費
に
与

え
る
影
響
は
、
あ
る
程
度
緩
和

で
き
た
と
考
え
て
い
る
。

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想

 

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
な
ど

を
リ
ー
ス
で
は
な
く
購

入
に
し
た
理
由
は
。

リ
ー
ス
契
約
よ
り
購
入

の
方
が
安
価
に
調
達
で

き
る
た
め
。

ソ
フ
ト
以
外
の
デ
ジ
タ

ル
教
材
の
利
用
は
。

教
材
用
ア
プ
リ
や
プ
ロ

グ
ラ
ミ
ン
グ
教
材
な
ど

必
要
に
応
じ
て
利
用
す
る
こ
と

が
可
能
で
あ
る
。
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臨
時
会
で
可
決
！

武豊町
1,186カ所自動水栓化！
保育園・小中学校・子育て支援施設

１人につき10万円支給！
今年4月28日から来年4月1日に生まれたお子さん

小中学校にウォータークーラー22台設置！
熱中症予防対策として

サーマルカメラ5台設置！
感染症予防対策として公共施設に

災害時の避難所感染症対策の資機材を購入！

子ども

教育

保健

防災

◆自動水栓等改修工事　4,470万4千円
新型コロナウイルス感染症の予防対策を目的に、蛇口を自動水栓に交換します。

（予算にはレバー式水栓への交換125カ所を含む）

◆新生児子育て世帯臨時特別給付金給付事業費　3,016万5千円
前回の特別給付金事業後に生まれたお子さん（令和2年4月28日～
令和3年4月1日生まれ）を対象として1人につき10万円を支給します。

◆冷水機設置工事　651万円2千円
表紙写真にあるように、水筒への補充や、コップで飲むことができるタイプのものを、
小学校に各４台・中学校に各3台設置しました。

◆管理費機械器具　264万円
保健センター・図書館・総合体育館に各１台、町民会館に2台設置します。
人が集まる施設の入り口に設置して、一人ずつの体温を測定します。

◆災害対策事業費・防災機器整備費　472万8千円
県から7月13日に 「避難所における新型コロナウイルス感染拡大予防ガイドライン」が
示されたことから、ガイドラインに基づき、必要とされる資機材を整備します。
＊消毒用モップ・フェイスシールド・防護服・ゴーグル・医療用N95マスク・不織布マスク・手指消毒用アルコール・簡易
ベッド（体調不良者用）・携帯無線機（行政無線）11台

感
染
症
対
策
と
し
て
防
災
無
線

を
追
加
購
入

防
災
無
線
機
の
日
常
的
な
保
管
場

所
は
ど
こ
に
な
る
の
か
。

11
台
の
内
１
台
は
移
送
連
絡
用

と
し
て
防
災
交
通
課
で
保
管
。

あ
と
の
10
台
は
一
次
避
難
所
８
カ
所
と

福
祉
避
難
所
２
カ
所
と
の
連
絡
調
整
を

す
る
た
め
に
、
避
難
所
担
当
に
配
備
を

し
て
い
く
。

　
緊
急
に
必
要
が
あ
る
場
合
、
定
例
会

と
別
に
開
か
れ
る
会
で
す
。

議
　案
　質
　疑

議
　案
　質
　疑

臨
時
会
と
は

臨
時
会
と
は

１６
　
石
原
　
壽
朗

１5
　
鈴
木
　一　也

１4
　
本
村
　
　
強

１３
　
福
本
　
貴
久

１２
　
大
岩
　
　
保

１１
　
森
田
　
義
弘

１0
　
石
川
　
義
治

9
　
南
　
　
賢
治

8
　
青
木
　
信
哉

7
　
青
木
　
宏
和

6
　
梶
田
　
　
進

5
　
野
田
　
佳
延

4
　
甲
斐
百
合
子

3
　
鳥
居
　
美
和

2
　
櫻
井
　
雅
美

1
　
久
野
　
　
勇

財産の取得（小中学校教育用
タブレット端末等）について

コロナ禍における医療供給体制の
維持対策を求める意見書
介護施設のコロナ対策特例措置の
見直し等を求める意見書
新しい時代の学習環境として少人数
学級の実現を求める意見書
性犯罪・性暴力への対策と被害者
支援の強化を求める意見書

一般会計

国民健康保険事業特別会計

後期高齢者医療特別会計

介護保険事業特別会計

農業集落排水事業特別会計

下水道事業特別会計

水道事業会計

令和２年
第3回定例会

○
○
○
○
○
○
○
○

○

○

×
×
×
×

○
○
○
○
○
○
○
○

○

○

×
×
×
×

○
○
○
○
○
○
○
○

○

○

×
×
×
×

○
○
○
○
○
○
○
○

○

○

×
×
×
×

○
○
○
○
○
○
○
○

○

○

×
×
×
×

○
○
○
○
○
○
○
○

○

○

×
×
×
×

○
○
○
○
○
○
○
○

○

○

×
×
×
×

○
○
○
○
○
○
○
○

○

○

×
×
×
×

○
○
○
○
○
○
○
○

○

○

×
×
×
×

○

×

　○
○
○
○
○
○

○

○

○
○
○
○

○

×

　○
○
○
○
○
○

○

○

○
○
○
○

○
○
○
○
○
○
○
○

○

○

×
×
×
×

○
○
○
○
○
○
○
○

○

○

×
×
×
×

○
○
○
○
○
○
○
○

○

○

×
×
×
×

○
○
○
○
○
○
○
○

○

○

×
×
×
×

主な採決結果　　　　　　　　○：賛成　×：反対　－：欠席　議長は採決に加わりません。

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

否決

否決

否決

否決

議
　
　
長

採
決
結
果

令
和
元
年
度
決
算
認
定

新型コロナウイルス感染症の影響に
伴う地方財政の急激な悪化に対し地
方税財源の確保を求める意見書

定数改善計画の早期策定・実施と義
務教育費国庫負担制度の堅持及び
拡充を求める意見書

令
和
元
年
度一般
会
計
決
算

賛
成
討
論

賛
成
討
論

　
令
和
元
年
度
決
算
を
財
政
構

造
か
ら
見
る
と
、
平
成
30
年
度

に
引
き
続
き
、
普
通
交
付
税
の

不
交
付
団
体
と
な
っ
て
い
る
。

　
歳
入
で
は
、
町
税
収
入
額
で

0・
7
％
の
増
、
徴
収
率
で
も
前

年
度
を
上
回
る
98
・
0
％
と
な
っ

た
。
歳
出
で
は
、
武
豊
中
央
公

園
整
備
事
業
の
着
手
を
は
じ
め
、

各
事
業
可
能
な
限
り
町
民
の
要

政
和
ク
ラ
ブ

　
　
　石
川
　義
治
議
員

望
や
期
待
に
応
え
る
た
め
、
き
め

細
や
か
な
執
行
が
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
の
度
の
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
に
よ
る
社
会
・
経
済
的
影

響
は
、
今
後
の
町
財
政
に
も
深
刻

な
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
が
考
え
ら

れ
る
。
一
方
、
公
共
施
設
の
老
朽

化
対
策
、
町
の
将
来
を
見
据
え
た

事
業
、
社
会
保
障
費
の
増
加
な
ど
、

多
額
な
費
用
を
必
要
と
す
る
課
題

も
あ
る
。
中
長
期
的
な
視
野
に

立
っ
た
、
持
続
可
能
な
行
政
運
営

を
期
待
す
る
。

反
対
討
論

反
対
討
論

　
リ
ニ
ア
新
線
建
設
促
進
な
ど

大
型
公
共
事
業
推
進
団
体
へ
の

負
担
金
の
支
出
の
中
止
を
求
め

ま
す
。

　
保
育
園
児
の
保
育
料
の
無
償

化
が
始
め
ら
れ
ま
し
た
。
　
　

　
０
〜
２
歳
児
の
保
育
料
、
副

食
費
な
ど
が
一
部
を
除
き
有
料

と
な
っ
て
い
ま
す
。
す
べ
て
の

園
児
を
無
償
化
の
対
象
と
す
べ

日
本
共
産
党
議
員
団

　
　
　
　梶
田
　進
議
員

き
で
す
。

　
中
学
校
卒
業
ま
で
通
院
医
療
費

の
無
料
化
に
対
し
て
、
国
が
課
し

て
い
る
自
治
体
独
自
の
施
策
へ
の

ペ
ナ
ル
テ
ィ
廃
止
を
求
め
て
く
だ

さ
い
。

　
新
産
業
立
地
促
進
奨
励
金
を
廃

止
し
、
町
内
事
業
者
の
事
業
振
興

に
振
り
向
け
て
く
だ
さ
い
。

　
町
民
に
大
き
な
負
担
と
な
っ
て

い
る
消
費
税
の
引
き
下
げ
を
国
に

求
め
て
く
だ
さ
い
。

討
論
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可
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！

武豊町
1,186カ所自動水栓化！
保育園・小中学校・子育て支援施設

１人につき10万円支給！
今年4月28日から来年4月1日に生まれたお子さん

小中学校にウォータークーラー22台設置！
熱中症予防対策として

サーマルカメラ5台設置！
感染症予防対策として公共施設に

災害時の避難所感染症対策の資機材を購入！

子ども

教育

保健

防災

◆自動水栓等改修工事　4,470万4千円
新型コロナウイルス感染症の予防対策を目的に、蛇口を自動水栓に交換します。

（予算にはレバー式水栓への交換125カ所を含む）

◆新生児子育て世帯臨時特別給付金給付事業費　3,016万5千円
前回の特別給付金事業後に生まれたお子さん（令和2年4月28日～
令和3年4月1日生まれ）を対象として1人につき10万円を支給します。

◆冷水機設置工事　651万円2千円
表紙写真にあるように、水筒への補充や、コップで飲むことができるタイプのものを、
小学校に各４台・中学校に各3台設置しました。

◆管理費機械器具　264万円
保健センター・図書館・総合体育館に各１台、町民会館に2台設置します。
人が集まる施設の入り口に設置して、一人ずつの体温を測定します。

◆災害対策事業費・防災機器整備費　472万8千円
県から7月13日に 「避難所における新型コロナウイルス感染拡大予防ガイドライン」が
示されたことから、ガイドラインに基づき、必要とされる資機材を整備します。
＊消毒用モップ・フェイスシールド・防護服・ゴーグル・医療用N95マスク・不織布マスク・手指消毒用アルコール・簡易
ベッド（体調不良者用）・携帯無線機（行政無線）11台

感
染
症
対
策
と
し
て
防
災
無
線

を
追
加
購
入

防
災
無
線
機
の
日
常
的
な
保
管
場

所
は
ど
こ
に
な
る
の
か
。

11
台
の
内
１
台
は
移
送
連
絡
用

と
し
て
防
災
交
通
課
で
保
管
。

あ
と
の
10
台
は
一
次
避
難
所
８
カ
所
と

福
祉
避
難
所
２
カ
所
と
の
連
絡
調
整
を

す
る
た
め
に
、
避
難
所
担
当
に
配
備
を

し
て
い
く
。

　
緊
急
に
必
要
が
あ
る
場
合
、
定
例
会

と
別
に
開
か
れ
る
会
で
す
。

議
　案
　質
　疑

議
　案
　質
　疑

臨
時
会
と
は

臨
時
会
と
は

１６
　
石
原
　
壽
朗

１5
　
鈴
木
　一　也

１4
　
本
村
　
　
強

１３
　
福
本
　
貴
久

１２
　
大
岩
　
　
保

１１
　
森
田
　
義
弘

１0
　
石
川
　
義
治

9
　
南
　
　
賢
治

8
　
青
木
　
信
哉

7
　
青
木
　
宏
和

6
　
梶
田
　
　
進

5
　
野
田
　
佳
延

4
　
甲
斐
百
合
子

3
　
鳥
居
　
美
和

2
　
櫻
井
　
雅
美

1
　
久
野
　
　
勇

財産の取得（小中学校教育用
タブレット端末等）について

コロナ禍における医療供給体制の
維持対策を求める意見書
介護施設のコロナ対策特例措置の
見直し等を求める意見書
新しい時代の学習環境として少人数
学級の実現を求める意見書
性犯罪・性暴力への対策と被害者
支援の強化を求める意見書

一般会計

国民健康保険事業特別会計

後期高齢者医療特別会計

介護保険事業特別会計

農業集落排水事業特別会計

下水道事業特別会計

水道事業会計

令和２年
第3回定例会

○
○
○
○
○
○
○
○

○

○

×
×
×
×

○
○
○
○
○
○
○
○

○

○

×
×
×
×

○
○
○
○
○
○
○
○

○

○

×
×
×
×

○
○
○
○
○
○
○
○

○

○

×
×
×
×

○
○
○
○
○
○
○
○

○

○

×
×
×
×

○
○
○
○
○
○
○
○

○

○

×
×
×
×

○
○
○
○
○
○
○
○

○

○

×
×
×
×

○
○
○
○
○
○
○
○

○

○

×
×
×
×

○
○
○
○
○
○
○
○

○

○

×
×
×
×

○

×

　○
○
○
○
○
○

○

○

○
○
○
○

○

×

　○
○
○
○
○
○

○

○

○
○
○
○

○
○
○
○
○
○
○
○

○

○

×
×
×
×

○
○
○
○
○
○
○
○

○

○

×
×
×
×

○
○
○
○
○
○
○
○

○

○

×
×
×
×

○
○
○
○
○
○
○
○

○

○

×
×
×
×

主な採決結果　　　　　　　　○：賛成　×：反対　－：欠席　議長は採決に加わりません。

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

否決

否決

否決

否決

議
　
　
長

採
決
結
果

令
和
元
年
度
決
算
認
定

新型コロナウイルス感染症の影響に
伴う地方財政の急激な悪化に対し地
方税財源の確保を求める意見書

定数改善計画の早期策定・実施と義
務教育費国庫負担制度の堅持及び
拡充を求める意見書

令
和
元
年
度一般
会
計
決
算

賛
成
討
論

賛
成
討
論

　
令
和
元
年
度
決
算
を
財
政
構

造
か
ら
見
る
と
、
平
成
30
年
度

に
引
き
続
き
、
普
通
交
付
税
の

不
交
付
団
体
と
な
っ
て
い
る
。

　
歳
入
で
は
、
町
税
収
入
額
で

0・
7
％
の
増
、
徴
収
率
で
も
前

年
度
を
上
回
る
98
・
0
％
と
な
っ

た
。
歳
出
で
は
、
武
豊
中
央
公

園
整
備
事
業
の
着
手
を
は
じ
め
、

各
事
業
可
能
な
限
り
町
民
の
要

政
和
ク
ラ
ブ

　
　
　石
川
　義
治
議
員

望
や
期
待
に
応
え
る
た
め
、
き
め

細
や
か
な
執
行
が
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
の
度
の
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
に
よ
る
社
会
・
経
済
的
影

響
は
、
今
後
の
町
財
政
に
も
深
刻

な
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
が
考
え
ら

れ
る
。
一
方
、
公
共
施
設
の
老
朽

化
対
策
、
町
の
将
来
を
見
据
え
た

事
業
、
社
会
保
障
費
の
増
加
な
ど
、

多
額
な
費
用
を
必
要
と
す
る
課
題

も
あ
る
。
中
長
期
的
な
視
野
に

立
っ
た
、
持
続
可
能
な
行
政
運
営

を
期
待
す
る
。

反
対
討
論

反
対
討
論

　
リ
ニ
ア
新
線
建
設
促
進
な
ど

大
型
公
共
事
業
推
進
団
体
へ
の

負
担
金
の
支
出
の
中
止
を
求
め

ま
す
。

　
保
育
園
児
の
保
育
料
の
無
償

化
が
始
め
ら
れ
ま
し
た
。
　
　

　
０
〜
２
歳
児
の
保
育
料
、
副

食
費
な
ど
が
一
部
を
除
き
有
料

と
な
っ
て
い
ま
す
。
す
べ
て
の

園
児
を
無
償
化
の
対
象
と
す
べ

日
本
共
産
党
議
員
団

　
　
　
　梶
田
　進
議
員

き
で
す
。

　
中
学
校
卒
業
ま
で
通
院
医
療
費

の
無
料
化
に
対
し
て
、
国
が
課
し

て
い
る
自
治
体
独
自
の
施
策
へ
の

ペ
ナ
ル
テ
ィ
廃
止
を
求
め
て
く
だ

さ
い
。

　
新
産
業
立
地
促
進
奨
励
金
を
廃

止
し
、
町
内
事
業
者
の
事
業
振
興

に
振
り
向
け
て
く
だ
さ
い
。

　
町
民
に
大
き
な
負
担
と
な
っ
て

い
る
消
費
税
の
引
き
下
げ
を
国
に

求
め
て
く
だ
さ
い
。

討
論
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議 員 登 壇

一般質問

ここが
聞き
たい!! 町政を問う町政を問う

総

総

総務部 建

建

建設部 教 教育部経 生活経済部福 健康福祉部企 企画部

会
派
代
表

４期目の総括および次期町長選挙に向けて政和クラブ

森　田　義　弘
きずな

青　木　宏　和
日本共産党議員団

梶　田　　　進
公明党議員団

鳥　居　美　和

質　問　事　項質問者（登壇順）ページ 担当部

住民対話集会でのご意見を問う

大足地区に大気測定局設置の現状は

「避難所の感染拡大予防対策」の取り組みは

7

8

9

10

経

経

福

福

13

個
人
質
問

大震災発災時汚水処理は南　　　賢　治

久　野　　　勇

石　川　義　治

野　田　佳　延

不耕作地をどう利活用する？

今後も健全な財政の運営を

少人数学級の実施を

櫻　井　雅　美

本　村　　　強

使用済み紙オムツ持ち帰り廃止

職員の避難所開設・運営訓練を実施

甲 斐 百 合 子 住む場所の危険度を知って！

石　原　壽　朗 コロナ禍における行政対応は

青　木　信　哉 コロナ禍における町行事の開催は

11

12

13

14

15

経

教

福

福企

上
　段

下
　段

上
　段

下
　段

上
　段

下
　段

上
　段

上
　段

下
　段

総

建

教福総

総

総

総

総

９月議会を迎えるにあたっても、なおコロナ感染症の収束はみえていません。
このため、９月３・４日の一般質問の再質問は後日書面にて行いました。

・4期目の総括および次期町長選挙に向けて

・大震災発災時の汚水処理 ・六貫山エコステーションの安全対策

・本町における農地の利活用

・今後の財政の見通し

・武豊における新型コロナウイルス感染症対策

・保育園の環境整備

・コロナ感染危惧化における災害対策への取組

・ハザードマップの活用　・子どもの発達支援、相談支援

・コロナ禍における行政対応

・コロナ禍における町行事の開催

・住民対話集会におけるご意見・ご要望

・認知症損害賠償保険制度の設置　・大気汚染測定局の設置

・マイ・タイムライン（自分の防災行動計画）
・避難所における新型コロナウイルス感染拡大予防対策

用
す
る
に
は
、
事
前
の
登
録
が
必
要
な

の
で
、
登
録
の
準
備
が
で
き
た
ら
時
機

を
と
ら
え
て
、
広
報
紙
や
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
な
ど
で
情
報
提
供
を
す
る
予
定
で
あ

る
。

令
和
３
年
の
ご
み
処
理
有
料
化

ご
み
袋
値
上
げ
の
増
収
分
の
使

途
は
。

ご
み
の
資
源
化
、
不
適
正
排
出

防
止
ご
み
減
量
に
対
す
る
財
源

の
一
部
に
活
用
す
る
。
ま
た
、
区
に
よ

る
ご
み
減
量
行
動
な
ど
に
対
す
る
新
た

な
経
済
的
支
援
策
な
ど
、
住
民
に
還
元

で
き
る
新
た
な
施
策
を
検
討
し
て
い
く
。

高
齢
者
の
安
全
運
転
の
た
め
に

高
齢
者
安
全
運
転
支
援
装
置
設
置

費
補
助
金
の
対
象
者
は
。

令
和
３
年
３
月
末
時
点
で
65
歳
以

上
の
方
。

設
置
や
申
請
の
方
法
は
。

補
助
対
象
と
な
る
装
置
は
、
国
土

交
通
省
の
性
能
認
定
を
受
け
て
い

る
装
置
で
２
種
類
あ
る
。
「
障
害
物
検

知
機
能
付
の
装
置
」
は
、
現
時
点
で
は
、

一
部
の
メ
ー
カ
ー
を
除
く
各
自
動
車

メ
ー
カ
ー
ご
と
で
製
造
し
て
い
る
装
置

が
対
象
と
な
る
が
、
「
障
害
物
検
知
機

能
な
し
の
装
置
」
は
、
基
本
的
に
す
べ

て
の
自
動
車
メ
ー
カ
ー
に
対
応
し
て
い

る
。
対
象
自
動
車
は
「
自
家
用
」
で
、

対
象
車
種
は
、
各
安
全
運
転
支
援
装
置

の
製
造
者
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
さ

れ
て
い
る
。
装
置
取
扱
事
業
者
は
、
国

か
ら
「
安
全
装
置
取
扱
事
業
者
」
と
し

て
認
定
さ
れ
た
事
業
者
で
、
「
一
般
社

団
法
人
次
世
代
自
動
車
振
興
セ
ン
タ
ー
」

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
さ
れ
て
い
る

が
、
今
後
、
制
度
や
申
請
方
法
等
も
含

め
て
、
７
月
１
日
号
の
広
報
や
町
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
て
詳
細
を
周
知
す
る
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
保
険

証
と
し
て
も
利
用

 

利
用
の
周
知
と
啓
発
は
。

令
和
３
年
３
月
以
降
に
、
機
器

の
準
備
が
で
き
た
医
療
機
関
や

薬
局
か
ら
順
次
利
用
が
始
ま
る
。
８
月

に
加
入
世
帯
へ
保
険
証
を
送
付
す
る
の

に
合
わ
せ
、
当
制
度
の
概
要
を
お
知
ら

せ
す
る
リ
ー

フ
レ
ッ
ト
を

同
封
し
、
加

入
者
へ
の
周

知
を
図
る
。

　
ま
た
保
険

証
と
し
て
利

議　案　質　疑

議　案　質　疑

反
対
討
論

反
対
討
論

　
ご
み
減
量
化
を
進
め
る
た
め
に
、

ご
み
手
数
料
の
引
き
上
げ
を
す
る
条

例
改
正
に
は
反
対
で
す
。

　
有
料
化
す
る
前
に
、
有
料
化
に

よ
っ
て
ご
み
の
減
量
が
ど
れ
だ
け
で

き
る
の
か
明
確
に
す
る
こ
と
。
ご
み

減
量
を
実
施
す
る
た
め
に
は
分
別
の

徹
底
を
図
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　
ご
み
有
料
化
の
対
象
は
、
地
区
集

積
所
で
収
集
す
る
「
燃
や
さ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
ご
み
」
と
明
確
に
し
て

い
ま
す
。

　
ご
み
袋
の
販
売
料
と
有
料
化
に
よ

る
ご
み
減
量
分
の
、
常
武
衛
生
組
合

負
担
金
の
減
少
分
は
、
町
民
の
努
力

に
よ
っ
て
生
じ
る
も
の
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
最
優
先
で
地
域
に
還
元
す
べ

き
で
す
。

日
本
共
産
党
議
員
団

　
　
　
　
　
　梶
田
　進
議
員
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４
期
目
の
自
己
評
価
お
よ
び

今
後
の
課
題
は
。

町長
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
に
掲
げ

た
６
項
目
18
施
策
は
、

何
ら
か
の
形
で
手
掛
け
さ
せ
て
い

た
だ
け
て
い
る
施
策
で
あ
り
、
達

成
度
と
い
う
こ
と
で
は
合
格
点
が

い
た
だ
け
る
の
で
は
と
、
勝
手
な

が
ら
自
己
評
価
を
し
て
い
る
。

今
後
の
課
題
を
３
点
に
絞
る

と
、
１
つ
目
は
、
知
多
武
豊
駅
西

の
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
お
よ
び
富

貴
駅
周
辺
の
整
備
事
業
へ
の
対

応
。２

つ
目
は
、
自
然
災
害
の
規
模

が
以
前
の
経
験
で
は
、
通
用
し
な

い
状
況
で
発
生
し
て
い
る
。
こ
の

た
め
、
改
め
て
策
定
す
る
武
豊
町

道
路
整
備
計
画
、
武
豊
町
雨
水
排

水
計
画
を
基
本
と
し
て
、
優
先
順

位
を
勘
案
し
た
整
備
。

３
つ
目
は
、
公
共
施
設
な
ど
総

合
管
理
計
画
の
見
直
し
で
、
町

内
の
建
築
物
系
施
設
は
、
82
施

設
、
１
９
８
棟
、
延
床
面
積
で

12
万
５
千
㎡
あ
り
、
大
規
模
改
修

の
目
安
31
年
を
経
過
し
た
建
築
物

が
全
体
の
約
55
％
と
な
っ
て
い

る
。
安
全
で
安
心
な
施
設
管
理
の

た
め
、
維
持
修
繕
と
新
設
計
画
を

長
期
的
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
取
り

ま
と
め
、
計
画
性
を
も
っ
て
取
り

組
む
仕
組
み
づ
く
り
が
課
題
と
考

え
る
。

次
期
町
長
選
挙
に
向
け
て
の

意
向
は
。

町長
後
援
会
の
役
員
会
に
お

い
て
「
引
き
続
き
次
期

も
町
政
を
担
当
し
て
も
ら
い
た

い
」
と
、
出
席
者
全
員
の
ご
賛
同

を
い
た
だ
い
た
。
こ
の
こ
と
で
、

大
き
な
後
ろ
盾
を
感
じ
つ
つ
、
5

期
目
に
向
け
て
挑
戦
し
た
く
、
５

点
ほ
ど
自
分
自
身
の
思
い
を
紹
介

さ
せ
て
い
た
だ
く
。

１
点
目
は
、
大
型
事
業
の
知
多

南
部
広
域
環
境
セ
ン
タ
ー
、
屋
内

温
水
プ
ー
ル
が
令
和
３
年
度
末
ま

で
に
、
そ
し
て
半
田
消
防
署
武
豊

支
署
が
、
令
和
４
年
度
末
ま
で
に

完
成
の
予
定
で
、
供
用
開
始
後
に

つ
い
て
も
、
検
証
を
行
い
、
安
定

的
な
運
営
、
運
用
な
ど
を
確
認
す

る
こ
と
が
責
務
で
あ
る
と
思
っ
て

い
る
。

２
点
目
は
「
コ
ロ
ナ
禍
」
の
終

息
に
向
け
て
の
施
策
に
つ
い
て
、

模
索
を
し
て
ま
い
り
た
い
。

３
点
目
は
、
都
市
基
盤
の
整
備

を
含
め
た
「
安
全
で
安
心
で
き
る

ま
ち
」
の
具
現
化
と
し
て
、
道

路
・
河
川
と
い
っ
た
イ
ン
フ
ラ
整

備
の
筋
道
を
確
立
し
た
い
。

４
点
目
は
、
６
小
・
中
学
校
の

体
育
館
に
エ
ア
コ
ン
の
設
置
を
検

討
し
た
い
。
体
育
の
授
業
中
に
熱

中
症
の
症
状
を
訴
え
る
事
例
も
あ

る
。
ま
た
、
災
害
時
に
は
避
難
所

と
し
て
、
空
調
施
設
の
充
実
が
欠

か
せ
な
い
時
代
に
な
る
。

５
点
目
は
「
歩
き
た
く
な
る
ま

ち
を
つ
く
る
」
と
い
う
構
想
で
、

文
化
芸
術
の
道
（
町
民
会
館
方

面
）
、
伝
統
産
業
の
道
（
大
足
転

車
台
、
味
噌
蔵
方
面
）
、
そ
し

て
、
歴
史
探
訪
の
道
（
武
雄
神

社
、
三
井
家
方
面
）
を
風
景
・
環

境
・
景
観
に
配
慮
し
た
【
み
ち
】

の
整
備
構
想
で
あ
る
。

こ
う
し
た
私
の
思
い
に
共
感
、

ご
賛
同
を
賜
る
こ
と
が
で
き
、
町

民
の
皆
さ
ま
、
諸
団
体
の
皆
さ
ま

等
々
の
ご
支
援
が
い
た
だ
け
る
な

ら
ば
、
引
き
続
き
、
町
政
を
担
当

さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
っ
て

い
る
。

４
期
目
の
総
括
お
よ
び
次
期
町
長
選
挙
に
向
け
て

政
和
ク
ラ
ブ
代
表

　
　
森
田　
義
弘 

議
員

▲ 7月 1日にオープンした武豊中央公園

●マニフェストとは
イタリア語。具体性を欠くスローガンや公約と異なり、選挙の時、政党や候補者が、政策の数値
目標・達成期限・財源などを示した公約で、日本では 2003 年に地方統一選挙から広まりました。
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昨
年
、
開
催
さ
れ
た
住
民
対
話

集
会
に
お
い
て
、
住
民
の
方
か
ら
多

く
の
ご
意
見
・
ご
要
望
を
い
た
だ
い

た
。
現
在
の
状
況
も
踏
ま
え
行
政
に

確
認
す
る
。

コ
ロ
ナ
禍
で
も
安
心
な
避
難
所
対
策
を

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
避
難
ス

ペ
ー
ス
の
確
保
は
。

総
二
つ
の
方
策
を
考
え
て
い

る
。

一
つ
目
は
、
「
分
散
避
難
の
お
願

い
」
で
あ
る
。
「
自
分
の
住
ん
で
い

る
場
所
が
、
避
難
の
必
要
が
あ
る
か

の
確
認
」
や
「
安
全
な
親
戚
、
友
人

や
知
人
の
家
に
避
難
が
可
能
で
あ
る

か
の
確
認
」
で
あ
る
。

二
つ
目
は
、
車
中
泊
を
考
慮
し
た
避

難
所
開
設
で
あ
る
。
避
難
者
受
け
入
れ

人
数
に
つ
い
て
は
、
具
体
的
な
車
中
泊

ス
ペ
ー
ス
な
ど
を
施
設
管
理
者
と
調
整

し
な
が
ら
、
で
き
る
だ
け
早
い
段
階
で

確
定
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

車
中
泊
を
導
入
し
て
も
、
避
難
所
受

け
入
れ
人
数
の
確
保
が
困
難
で
あ
る
と

想
定
さ
れ
る
場
合
に
は
、
二
次
開
設
避

難
所
の
前
倒
し
開
設
を
行
っ
て
い
く
。

六
貫
川
の
排
水
能
力
の
確
保
を

町
全
域
の
具
体
的
な
排
水
対

策
の
検
討
を
ど
の
よ
う
に
進

め
て
い
く
の
か
。

町長
現
在
は
市
街
地
化
が
促
進

さ
れ
る
な
ど
、
町
全
域
に

お
け
る
土
地
利
用
形
態
が
変
化
し
て

い
る
。
ま
た
、
近
年
、
全
国
各
地
で

頻
発
し
て
い
る
ゲ
リ
ラ
豪
雨
な
ど
へ

の
対
策
も
必
要
で
あ
る
。

こ
の
た
め
、
令
和
５
年
度
に
新
た

な
「
武
豊
町
雨
水
全
体
計
画
」
を
策

定
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。
そ
の

後
、
効
果
的
な
整
備
の
方
法
な
ど
、

具
体
的
な
排
水
対
策
を
検
討
し
、
令

和
６
年
度
に
新
た
な
「
武
豊
町
雨
水

排
水
計
画
書
」
を
策
定
し
た
い
と
考

え
て
い
る
。
六
貫
川
に
つ
い
て
も
、

同
様
の
進
め
方
で
検
討
す
る
。

六
貫
山
保
育
園
付
近
の
六
貫
川
に
蓋
を

六
貫
山
地
域
と
桜
ケ
丘
地
域

の
雨
水
の
合
流
地
点
を
下
流

に
移
し
、
六
貫
山
保
育
園
付
近
の
六

貫
川
に
は
蓋
を
す
べ
き
と
思
う
が
、

考
え
は
。

町長
流
域
全
体
で
の
総
流
量

や
、
バ
イ
パ
ス
水
路
の
新

設
に
よ
る
流
量
軽
減
効
果
や
、
既
設

水
路
の
構
造
の
検
証
な
ど
を
整
理

し
、
蓋
の
設
置
が
可
能
か
ど
う
か
検

討
す
る
必
要
が
あ
る
。

「
武
豊
町
雨
水
全
体
計
画
」
お
よ

び
「
武
豊
町
雨
水
排
水
計
画
書
」
を

見
直
す
中
で
、
専
門
家
の
意
見
を
伺

い
、
効
果
的
な
整
備
の
方
法
な
ど
、

具
体
的
な
排
水
対
策
を
検
討
す
る
。

早
急
に
「
武
豊
町
雨
水
全
体
計
画
」
を

令
和
５
年
度
に
「
武
豊
町
雨

水
全
体
計
画
」
を
策
定
す
る

と
の
こ
と
だ
が
、
も
っ
と
早
め
る
べ

き
で
は
。町長

雨
水
排
水
対
策
の
緊
急
性

や
必
要
性
な
ら
び
に
、
今

後
の
財
政
面
な
ど
を
総
合
的
に
勘
案

し
た
結
果
、
１
年
前
倒
し
を
す
る
こ

と
が
適
切
と
判
断
し
、
令
和
４
年
度

に
「
雨
水
全
体
計
画
」
を
見
直
し
た

い
と
思
う
。

目
堀
線
の
拡
幅
を

目
掘
線
拡
幅
工
事
の
予
定
は
。

建
新
た
な
「
武
豊
町
道
路
整

備
計
画
」
の
策
定
を
、
令

和
２
年
度
中
に
予
定
し
て
い
る
。

目
堀
線
は
、
通
行
量
も
多
く
、
早

期
に
整
備
が
必
要
な
重
要
な
路
線
で

あ
る
。

新
た
な
「
武
豊
町
道
路
整
備
計

画
」
を
策
定
す
る
中
で
、
目
堀
線
に

つ
い
て
も
再
度
、
検
証
し
て
い
く
。
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ず
な

　
　
青
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宏
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議
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なっています。
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大
足
地
区
臨
海
部
で
す
す
め
ら

れ
て
い
る
大
型
事
業
に
よ
る
公
害
を

監
視
す
る
た
め
、
公
害
測
定
局
を
５

年
前
の
質
問
で
求
め
た
結
果
の
進
捗

を
質
し
た
。

現
在
の
大
気
汚
染
状
況
は

質
問
後
５
年
を
経
過
し
よ
う

と
し
て
い
ま
す
が
、
臨
港
道

路
周
辺
地
域
の
大
気
汚
染
状
況
は
把

握
さ
れ
て
い
ま
す
か
。
そ
の
結
果
は

ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
か
。

経
本
町
の
大
気
測
定
に
つ
い

て
は
３
カ
所
で
測
定
し
て

い
ま
す
。

測
定
項
目
は
、
二
酸
化
硫
黄
、
窒

素
酸
化
物
、
光
化
学
オ
キ
シ
ダ
ン

ト
、
浮
遊
粒
子
状
物
質
及
び
風
向
風

速
を
測
定
し
て
い
ま
す
。

大
気
測
定
の
結
果
に
つ
い
て
は
、

平
成
27
年
度
か
ら
平
成
30
年
度
ま
で

の
４
年
間
に
お
い
て
、
光
化
学
オ
キ

シ
ダ
ン
ト
を
除
い
た
、
す
べ
て
の
測

定
項
目
に
つ
い
て
環
境
基
準
を
達
成

し
て
い
ま
す
。

公
害
防
止
協
定
見
直
し
は

公
害
防
止
協
定
の
見
直
し
は

進
ん
で
い
ま
す
か
。

町長
昭
和
47
年
10
月
に
、
中
部

電
力
株
式
会
社
と
締
結
し

た
公
害
防
止
協
定
に
つ
い
て
、
武
豊

火
力
発
電
所
リ
プ
レ
ー
ス
計
画
の
新

た
な
施
設
に
合
わ
せ
、
平
成
30
年
３

月
に
、
基
準
値
な
ど
の
見
直
し
を
し

ま
し
た
。

測
定
局
の
設
置
は

臨
海
部
で
の
大
規
模
事
業
の

供
用
開
始
に
合
わ
せ
て
、
新

た
な
測
定
局
の
設
置
な
ど
の
施
策
に

つ
い
て
は
調
査
・
研
究
し
て
い
く
と

の
こ
と
で
し
た
。
現
状
は
ど
の
よ
う

に
進
ん
で
い
ま
す
か
。

町長
新
た
な
大
気
環
境
測
定
局

の
設
置
に
つ
い
て
は
、
大

気
の
状
況
を
継
続
か
つ
常
時
測
定
す

る
こ
と
に
よ
り
、
地
域
住
民
の
安
全

で
安
心
な
生
活
環
境
を
維
持
す
る
う

え
で
、
重
要
な
施
設
で
あ
り
、
必
要

で
あ
る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

従
い
ま
し
て
、
知
多
南
部
広
域
環

境
セ
ン
タ
ー
が
供
用
開
始
す
る
、
令

和
４
年
４
月
に
合
わ
せ
て
、
大
足
地

区
に
新
た
な
測
定
局
の
設
置
を
計
画

し
て
い
ま
す
。

な
お
、
測
定
項
目
に
つ
き
ま
し
て

は
、
既
存
の
測
定
局
と
同
様
と
す
る

予
定
で
す
。

厚
生
労
働
省
に
よ
る
と
２
０
２
５

年
に
は
認
知
症
患
者
は
約
７
０
０
万

人
に
達
す
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
、「
高
齢
者
認
知
症
損
害

賠
償
保
険
」
制
度
の
導
入
の
必
要
性

が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

認
知
症
損
害
賠
償
へ
の
考
え
は

大
府
市
で
発
生
し
た
鉄
道
事

故
に
よ
る
損
害
賠
償
請
求
に

つ
い
て
は
、
最
終
的
に
損
害
賠
償
は

認
め
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
認
知

症
に
よ
る
損
害
賠
償
に
つ
い
て
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
ま
す
か
。

福
介
護
保
険
は
、
介
護
問
題

は
だ
れ
に
で
も
、
起
こ
り

う
る
と
の
こ
と
か
ら
、
介
護
を
社
会

全
体
で
支
え
る
こ
と
を
目
的
に
制
度

化
さ
れ
て
い
ま
す
。

認
知
症
高
齢
者
な
ど
の
損
害
補
償

制
度
に
つ
い
て
は
、
各
市
町
の
裁
量

に
お
い
て
実
施
す
る
の
で
は
な
く
、

介
護
保
険
制
度
に
お
い
て
，
費
用
負

担
も
あ
わ
せ
、
対
応
さ
れ
る
べ
き
と

考
え
て
い
ま
す
。

保
険
制
度
の
導
入
を

東
浦
町
は
高
齢
者
を
見
守
る

こ
と
を
前
提
に
保
険
制
度
の

導
入
を
し
ま
し
た
。

　
保
険
制
度
の
導
入
に
対
し
て
、
ど

の
よ
う
な
対
応
を
考
え
て
お
ら
れ
ま

す
か
。福

本
町
に
お
い
て
、認
知
症

に
よ
る
事
件
、事
故
が
起

き
な
い
よ
う
施
策
を
実
施
す
る
こ
と

が
必
要
と
考
え
、実
施
し
て
い
ま
す
。

現
時
点
に
お
い
て
、
認
知
症
高
齢

者
な
ど
の
賠
償
保
障
制
度
を
実
施
す

る
考
え
は
あ
り
ま
せ
ん
。

9 武豊町の議会だより No.173　2020年10月15日発行

会派代表

トピックス

町政への質問

大
足
地
区
に
大
気
測
定
局
設
置
の
現
状
は
日
本
共
産
党
議
員
団

　
　
梶
田　
進 

議
員

●大気測定局（一般環境大気測定局）とは
都道府県知事などが、大気汚染防止法に基づき、大気の汚染の状況を常時監視するために設置する
測定局のうち、住宅地などの一般的な生活空間における大気の汚染の状況を把握するため設置され
たものです。

▲本町の測定局内

■
C 

■
M 

■
Y 

■
K



新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

が
拡
大
す
る
な
か
、
今
ま
で
私
た
ち

が
経
験
し
た
事
が
無
い
、
災
害
時
に

お
け
る
感
染
症
対
策
に
つ
い
て
難
し

い
対
応
が
必
要
に
な
っ
て
き
ま
す
。

新
し
い
生
活
様
式
で
、
私
た

ち
が
避
難
所
に
避
難
す
る
時

の
非
常
持
ち
出
し
品
の
リ
ス
ト
に
何

を
加
え
れ
ば
よ
い
と
考
え
ま
す
か
。

総
マ
ス
ク
、
ア
ル
コ
ー
ル
消

毒
液
、
ハ
ン
ド
ソ
ー
プ
ま

た
は
固
形
せ
っ
け
ん
、
除
菌
シ
ー

ト
、
体
温
計
、
上
履
き
、
ご
み
袋
、

そ
し
て
、
ビ
ニ
ー
ル
手
袋
な
ど
で
あ

り
ま
す
。

愛
知
県
の
「
避
難
所
に
お
け

る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
拡
大
予
防
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
を
受

け
て
、
本
町
で
は
、
ど
の
よ
う
な
取

り
組
み
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
か
。

町長
本
町
で
は
、
当
該
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
に
沿
っ
た
対
応
と

し
ま
し
て
、
ハ
ー
ド
面
で
は
、
6
月

と
8
月
の
臨
時
会
に
お
い
て
、
避
難

所
感
染
症
対
策
環
境
整
備
と
し
て
、

事
前
受
付
用
の
ワ
ン
タ
ッ
チ
テ
ン

ト
、
換
気
用
の
大
型
扇
風
機
、
非
常

用
発
電
機
、
体
調
不
良
者
な
ど
の
隔

離
の
た
め
の
ワ
ン
タ
ッ
チ
パ
ー
テ
ィ

シ
ョ
ン
お
よ
び
携
帯
無
線
機
な
ど
の

補
正
予
算
を
計
上
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

ま
た
、
ソ
フ
ト
面
で
は
、
本
町
の

実
情
を
踏
ま
え
、
避
難
所
に
お
け
る

事
前
受
付
の
新
規
設
置
や
、
発
熱
、

咳
な
ど
の
症
状
の
有
無
に
よ
る
避
難

者
の
ゾ
ー
ン
分
け
な
ど
、
避
難
所
運

営
へ
の
反
映
を
検
討
し
て
お
り
ま

す
。

地
震
と
違
い
台
風
や
豪
雨
は
あ

る
程
度
発
災
時
が
予
測
さ
れ
る
た

め
、
早
め
の
避
難
で
助
か
る
命
が
あ

り
ま
す
。
い
ざ
と
い
う
時
に
あ
わ
て

ず
に
行
動
す
る
た
め
に
、
い
つ
何
を

す
る
の
か
を
あ
ら
か
じ
め
決
め
て
お

く
自
分
の
防
災
行
動
計
画
を「
マ
イ・

タ
イ
ム
ラ
イ
ン
」
と
い
い
ま
す
。

自
分
の
命
を
守
る
の
は
自
分
自

身
で
す
。
緊
急
時
に
自
分
と
家
族
が

取
る
べ
き
行
動
と
必
要
な
備
え
を
日

頃
か
ら
想
定
し
て
お
く
こ
と
が
大
事

で
す
。

「
マ
イ
・
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
」
の

作
成
を家

庭
で
の
「
マ
イ
・
タ
イ
ム

ラ
イ
ン
」
の
作
成
が
大
事
だ

と
考
え
る
が
、
防
災
学
習
で
の
「
マ

イ
・
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
」
の
作
成
指
導

に
つ
い
て
考
え
は
あ
り
ま
す
か
。

総
本
町
に
お
い
て
は
「
マ

イ
・
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
」
の

作
成
を
推
進
し
て
は
お
り
ま
せ
ん
が

「
マ
イ
・
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
」
の
作
成

目
的
を
念
頭
に
置
い
た
「
避
難
行
動

計
画
」
の
作
成
に
つ
き
ま
し
て
は
、

子
ど
も
た
ち
が
学
校
で
取
り
組
み
、

そ
の
成
果
を
各
家
庭
へ
持
ち
帰
り
、

家
族
で
情
報
を
共
有
す
る
こ
と
が
、

大
切
な
こ
と
で
あ
る
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

今
後
に
つ
き
ま
し
て
は
、
作
成
の

あ
り
方
や
活
用
に
つ
い
て
、
災
害
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
へ
相
談
す
る

な
ど
、
調
査
研
究
を
進
め
て
参
り
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

▲縦210cm、横210cm、高さ100cmの
　ワンタッチパーティション
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総 総務部
教 教育部経 生活経済部

福 健康福祉部
企 企画部

建 建設部

「
避
難
所
の
感
染
拡
大
予
防
対
策
」の

取
り
組
み
は

公
明
党
議
員
団

　
　
鳥
居　
美
和 

議
員

●マイ・タイムラインとは
台風の接近によって河川の水位が上昇する時に、自分自身がとる標準的な防災行動を時系列的に整理
し、とりまとめるものです。行動のチェックリストとして、また避難判断のサポートツールとして活用さ
れることで、「逃げ遅れゼロ」に向けた効果が期待されています。



大
震
災
発
災
時

汚
水
処
理
は

　
　　
南　
賢
治 

議
員

不
耕
作
地
を
ど
う

利
活
用
す
る
？

政
和
ク
ラ
ブ

　
　　
久
野　
勇 

議
員

発
災
時
は
、
下
水
管
路
の
破
断

や
電
源
の
喪
失
に
よ
る
マ
ン
ホ
ー
ル

ポ
ン
プ
の
機
能
停
止
な
ど
に
よ
り
、

衣
浦
西
部
浄
化
セ
ン
タ
ー
ま
で
汚
水

を
流
下
さ
せ
る
こ
と
が
困
難
に
な
る

と
思
わ
れ
る
。

下
水
道
の
被
災
状
況
と
使
用

制
限
情
報
を
住
民
に
伝
え
る

方
法
は
。建

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
ツ
イ
ッ

タ
ー
、
同
報
無
線
や
広
報

車
の
巡
回
を
考
え
て
い
る
。

公
園
な
ど
に
設
置
が
進
む
マ

ン
ホ
ー
ル
を
使
っ
た
簡
易
ト

イ
レ
は
、
下
水
道
の
機
能
不
全
時
に

は
ど
う
な
る
の
か
。

建
武
豊
中
央
公
園（
貯
留
型

10
基
）、富
貴
小
学
校（
直

結
型
10
基
）、祠
峯
公
園（
直
結
型
３

基
）に
マ
ン
ホ
ー
ル
ト
イ
レ
を
設
置
。

し
尿
を
貯
留
す
る
貯
留
型
は
、下
水

道
の
状
況
に
関
係
な
く
使
用
可
能
。

下
水
道
に
放
流
す
る
直
結
型
も
、一定

量
の
し
尿
は
汚
水
管
内
に
貯
留
で
き

る
た
め
、一定
期
間
の
使
用
は
可
能
。

下
水
道
の
機
能
不
全
時
に
、
各

世
帯
で
使
用
さ
れ
た
便
袋
と
凝

固
剤
の
保
管
、回
収
、処
理
方
法
は
。

経
使
用
後
の
携
帯
ト
イ
レ

は
、
可
燃
ご
み
と
し
て
取

り
扱
う
。
可
燃
ご
み
の
収
集
日
に
回

収
し
、
ご
み
処
理
施
設
で
焼
却
す

る
。
収
集
日
ま
で
は
、
蓋
つ
き
の
バ

ケ
ツ
や
防
臭
効
果
の
あ
る
ポ
リ
袋
に

入
れ
て
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

便
袋
や
凝
固
剤
は
、
各
世
帯

で
用
意
す
る
の
か
、
行
政
が

配
布
す
る
の
か
。

総
町
で
は
、
避
難
所
用
の
仮

設
ト
イ
レ
を
1
0
6
基
備

蓄
し
て
い
る
。
家
庭
で
は
、
一
人
１

日
５
回
の
計
算
で
、
１
週
間
分
の
携

帯
ト
イ
レ
を
備
蓄
し
て
い
た
だ
く
よ

う
、
出
前
講
座
や
防
災
教
育
な
ど
で

話
し
て
い
る
。

農
業
従
事
者
の
高
齢
化
な
ど
に

よ
り
耕
作
放
棄
地
が
発
生
し
て
い

る
。
農
地
の
利
活
用
促
進
に
つ
い
て

質
問
し
た
。

耕
作
放
棄
地
発
生
の
原
因
と

対
策
は
。

経
耕
作
者
の
高
齢
化
や
後
継

者
不
足
、
非
農
業
者
へ
の

相
続
に
よ
る
農
地
細
分
化
な
ど
が
考

え
ら
れ
る
。

耕
作
放
棄
地
対
策
と
し
て
、
農
業

委
員
会
に
よ
る
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
や

農
地
銀
行
事
業
に
取
り
組
ん
で
い

る
。

相
続
放
棄
さ
れ
た
農
地
へ
の

対
策
は
。

経
相
続
財
産
管
理
人
が
選
任

さ
れ
る
ま
で
は
、
所
有
者

や
法
定
相
続
人
に
適
切
な
保
全
管
理

を
依
頼
し
ま
す
。
相
続
後
の
農
地
管

理
に
お
困
り
の
場
合
は
農
業
委
員
会

ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

新
規
就
農
者
を
増
や
す
取
組

み
は
。

経
県
農
起
業
支
援
セ
ン
タ
ー

な
ど
と
連
携
し
て
、
拠
点

農
地
の
確
保
や
融
資
相
談
、
経
営
開

始
型
助
成
金
の
活
用
な
ど
、
今
後
の

経
営
安
定
化
に
向
け
た
サ
ポ
ー
ト
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

新
規
就
農
者
が
本
町
で
就
農

し
た
場
合
の
メ
リ
ッ
ト
は
。

経
集
出
荷
場
や
卸
売
市
場
が

近
い
な
ど
、
共
同
出
荷
し

や
す
い
立
地
条
件
で
あ
る
こ
と
や
、

研
修
生
の
受
入
れ
を
行
う
農
業
者
グ

ル
ー
プ
・
地
域
も
あ
り
、
営
農
拠
点

づ
く
り
へ
向
け
た
技
術
習
得
の
場
が

あ
る
こ
と
も
メ
リ
ッ
ト
で
あ
る
。

農
地
の
流
動
化
を
促
進
す
る

為
に
何
が
必
要
と
考
え
る
か
。

経
耕
作
出
来
な
く
な
る
農
地

に
比
べ
、
担
い
手
が
少
な

く
な
っ
て
い
る
。

こ
れ
か
ら
の
農
業
を
支
え
る
担
い

手
農
業
者
の
育
成
や
、
耕
作
で
き
る

農
業
者
へ
農
地
利
用
を
集
約
し
て
い

く
こ
と
が
必
要
で

あ
る
。
今
後
、
地

域
農
業
の
将
来
方

針
を
、
地
域
ご
と

に
検
討
し
決
定
す

る
場
を
設
け
る
。

▲下水道ＰＲ用
　デザインマンホール
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●耕作放棄地とは
以前耕作していた土地で、過去 1 年以上作物を栽培せず、この数年の間に再び栽培する考えのない土
地のことです。原因として、農業者の高齢化や後継者不足による農業人口の減少が挙げられます。農
業を行う人がいなくなって、土地が放置されるケースが多いのです。

■
C 

■
M 

■
Y 

■
K
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総 総務部
教 教育部経 生活経済部

福 健康福祉部
企 企画部

建 建設部

少
人
数
学
級
の

実
施
を

日
本
共
産
党
議
員
団

　
　
野
田　
佳
延 

議
員

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

に
よ
り
、
先
行
き
の
見
え
な
い
状
況

で
は
あ
る
が
、
し
っ
か
り
と
し
た
財

政
見
通
し
を
し
た
う
え
で
、
財
政
計

画
、
予
算
編
成
を
し
て
い
く
こ
と
が

重
要
で
あ
る
。

こ
れ
ま
で
に
実
施
し
た
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対

策
事
業
費
と
財
源
の
内
訳
は
。

総
現
時
点
ま
で
の
事
業
費
の

総
額
は
、
約
10
億
４
８
０

０
万
円
。
国
・
県
の
補
助
金
・
交
付

金
は
２
億
４
９
０
０
万
円
。
今
後
、

見
込
ま
れ
る
交
付
金
は
約
２
億
３
１

０
０
万
円
。
財
政
調
整
基
金
か
ら
の

繰
入
額
は
約
３
億
８
６
０
０
万
円
と

な
っ
て
い
る
。

歳
入
・
歳
出
の
見
通
し
は
。

総
歳
入
で
は
、
コ
ロ
ナ
禍
に

よ
る
経
済
活
動
の
停
滞
に

よ
り
、
法
人
町
民
税
の
収
入
見
込
み

に
大
き
く
影
響
を
及
ぼ
す
。
歳
出
で

は
、
当
初
予
算
に
計
上
し
て
い
な
い

経
費
が
必
要
と
な
っ
て
お
り
、
予
測

が
難
し
い
。

基
金
と
地
方
債
の
考
え
方
は
。

総
財
政
調
整
基
金
は
、
令
和

４
年
度
ま
で
は
、
最
低
で

も
残
高
５
億
円
を
維
持
し
、
令
和
５

年
度
以
降
は
、
10
億
～
16
億
円
程
度

を
維
持
し
て
い
く
。
地
方
債
は
、
借

入
額
を
償
還
額
以
内
と
し
て
、
大
規

模
事
業
以
外
は
で
き
る
限
り
抑
制
す

る
。

今
後
の
財
政
運
営
に
対
す
る

考
え
方
は
。

町長
令
和
４
年
を
境
に
、
歳
入

状
況
が
大
き
く
上
向
く
こ

と
が
期
待
さ
れ
て
い
る
の
で
、
こ
れ

ま
で
先
送
り
さ
れ
た
、
基
幹
道
路
の

整
備
、
老
朽
化
が
進
む
公
共
施
設
の

改
修
や
修
繕
な
ど
、
山
積
し
た
ハ
ー

ド
事
業
を
推
し
進
め
る
こ
と
が
出
来

る
と
考
え
て
い
る
。

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策

の
た
め
、
教
室
に
お
け
る
密
を
避
け

る
手
立
て
を
と
る
よ
う
求
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

教
室
の
密
を
避
け
る
加
配
を

コ
ロ
ナ
対
策
の
た
め
、
小
中

学
校
の
教
室
で
密
を
避
け
る

た
め
の
措
置
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
に
は
少
人
数
学
級
ま
た
は

少
人
数
授
業
と
な
る
よ
う
改
善
す
る

こ
と
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、
教
職
員

の
加
配
が
必
要
で
す
。

　
教
職
員
の
加
配
措
置
を
早
急
に
行

う
考
え
は
あ
り
ま
す
か
。

教
町
内
各
小
学
校
で
は
、
文

部
科
学
省
か
ら
示
さ
れ
て

い
る
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
に
関
す
る
衛
生
管
理
マ
ニ
ュ
ア

ル
」
を
参
考
に
、
感
染
症
の
予
防
対

策
を
行
い
な
が
ら
学
校
運
営
を
行
っ

て
い
ま
す
。

教
室
内
で
の
予
防
対
策
と
し
て

は
、
換
気
を
十
分
に
行
い
座
席
を
極

力
離
し
、
教
室
い
っ
ぱ
い
に
席
を
広

げ
る
な
ど
、
40
人
近
い
教
室
に
お
い

て
も
可
能
な
限
り
、
身
体
的
距
離
が

確
保
で
き
る
よ
う
工
夫
し
て
お
り
ま

す
。学

校
現
場
で
は
、
子
ど
も
た
ち
の

学
習
保
障
、
安
全
・
安
心
な
学
校
生

活
の
構
築
に
向
け
て
学
校
運
営
を
し

て
い
ま
す
。

現
時
点
で
は
、
少
人
数
学
級
か
少

人
数
授
業
に
対
応
す
る
教
職
員
の
加

配
措
置
に
つ
い
て
は
考
え
て
お
り
ま

せ
ん
。

今
後
も
健
全
な

財
政
の
運
営
を

政
和
ク
ラ
ブ

　
　
石
川　
義
治 

議
員

▲中学校の授業の様子

●財政調整基金とは
地方公共団体における年度間の財源の不均衡を調整するための積立金のことです。大幅な税収減や、
災害の発生等による予期せぬ支出に備え、将来を見据えた計画的な財政運営を行うために積立てを
するもので、武豊町では、決算剰余金の２分の１以上を積立てることとしています。
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職
員
の
避
難
所
開
設
・

運
営
訓
練
を
実
施

　
　　
本
村　
強 

議
員

使
用
済
み
紙
オ
ム
ツ

持
ち
帰
り
廃
止

政
和
ク
ラ
ブ

　
　
櫻
井　
雅
美 

議
員

「
安
心
し
て
子
ど
も
を
産
み
育
て

る
こ
と
が
で
き
る
ま
ち
」「
働
き
な

が
ら
で
も
子
育
て
が
し
や
す
い
環
境

が
整
っ
て
い
る
ま
ち
」
の
実
現
に
向

け
て
保
護
者
の
意
見
を
聞
く
こ
と
が

大
切
！保

育
園
の
紙
オ
ム
ツ
の
持
ち

帰
り
に
つ
い
て
感
染
症
対
策

と
し
て
早
急
な
対
応
が
必
要
で
は
。

町長
保
育
園
で
処
理
す
る
こ
と

が
で
き
れ
ば
保
護
者
の
感

染
の
不
安
が
軽
減
す
る
と
と
も
に
、

送
迎
時
の
負
担
も
軽
減
さ
れ
る
と
思

わ
れ
る
。
ま
た
、
保
育
士
に
と
っ
て

も
作
業
量
の
軽
減
と
な
る
。
来
年
４

月
の
実
施
に
向
け
整
備
を
し
て
い
き

た
い
。保

育
士
の
業
務
軽
減
・
保
護

者
の
負
担
軽
減
の
た
め
、
保

育
園
と
保
護
者
を
つ
な
ぐ
連
絡
ア
プ

リ
の
導
入
の
検
討
は
。

福
令
和
５
年
度
の
庁
舎
電
算

シ
ス
テ
ム
の
リ
プ
レ
ー
ス

に
合
わ
せ
「
保
育
業
務
改
善
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
で
検
討
を
続
け
た
い
。

保
育
園
の
保
護
者
に
ア
ン

ケ
ー
ト
の
実
施
は
可
能
か
。

福
今
年
11
月
に
向
け
て
、
保

護
者
向
け
ア
ン
ケ
ー
ト
の

実
施
準
備
を
進
め
て
い
る
。
保
育
園

の
運
営
・
保
育
内
容
に
つ
い
て
、
普

段
感
じ
て
い
る
こ
と
、
気
づ
い
た
こ

と
を
遠
慮
な
く
書
い
て
い
た
だ
け
る

よ
う
工
夫
す
る
。

北
保
育
園
は
駐
車
場
不
足
の

た
め
非
常
に
危
険
な
状
態
だ

が
、
い
つ
ま
で
に
ど
の
よ
う
な
対
応

を
す
る
の
か
。

福
砂
川
公
園
の
活
用
は
難
し

い
状
況
で
あ
り
、
民
間
の

土
地
の
借
用
も
大
変
苦
慮
し
て
い

る
。
引
き
続
き
駐
車
場
の
確
保
に
努

め
、
現
在
使
用
し
て
い
る
駐
車
場
の

進
入
方
法
を
工
夫
す
る
。

コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
を
受
け
、
３

月
、
６
月
、
そ
し
て
今
議
会
も
制
限

付
き
の
一
般
質
問
と
な
っ
て
い
る
。

本
町
に
お
い
て
も
１２
人
（
９
月

８
日
現
在
）
の
感
染
者
が
発
生
し
て

い
る
コ
ロ
ナ
感
染
症
。
季
節
を
問
わ

ず
、
場
所
を
選
ば
ず
感
染
の
リ
ス
ク

を
誰
し
も
負
っ
て
い
る
。
い
ま
だ
経

験
し
た
こ
と
の
な
い
コ
ロ
ナ
感
染
症

に
対
峙
す
る
行
政
側
の
負
担
も
甚
大

な
も
の
が
あ
る
と
感
じ
る
。

こ
れ
か
ら
本
格
的
な
台
風
シ
ー

ズ
ン
を
迎
え
る
が
、
コ
ロ
ナ
と
複
合

す
る
災
害
に
備
え
「
コ
ロ
ナ
感
染
危

惧
下
に
お
け
る
災
害
対
策
へ
の
取
り

組
み
」
に
つ
い
て
お
尋
ね
す
る
。

避
難
所
に
事
前
受
付
設
置

避
難
所
開
設
・
運
営
に
対
す

る
職
員
の
訓
練
は
。

総
８
月
31
日
に
訓
練
を
行
っ

た
。
内
容
は
、
避
難
所
に

一
般
避
難
者
、
発
熱
者
お
よ
び
感
染

者
な
ど
用
の
各
避
難
場
所
準
備
訓
練

や
ワ
ン
タ
ッ
チ
パ
ー
テ
ィ
シ
ョ
ン
な

ど
の
備
品
取
り
扱
い
訓
練
。
ま
た
、

避
難
所
に
事
前
受
付
を
設
置
し
、
避

難
者
の
体
調
に
よ
り
各
避
難
場
所
に

区
分
け
す
る
運
営
訓
練
を
実
施
し

た
。

地
域
に
お
け
る
必
要
備
品
は
補

助
金
の
活
用
を

地
域
に
対
す
る
補
助
や
必
要

備
品
の
配
備
は
考
え
て
い
る

か
。

町長
平
成
23
年
度
か
ら
「
自
主

防
災
活
動
事
業
補
助
金
」

の
補
助
を
し
て
い
る
。
マ
ス
ク
、
ア

ル
コ
ー
ル
消
毒
液
、
ハ
ン
ド
ソ
ー
プ

や
せ
っ
け
ん
な
ど
は
、
各
地
域
に
お

い
て
「
自
助
」
に
よ
る
補
助
金
活
用

で
整
備
を
お
願
い
し
た
い
。

▲町役場職員による、
　避難所運営訓練準備風景

●電算システムリプレースとは
リプレースとは直訳すれば「置き換える、交換する」という意味です。つまり問題を抱えているシステム
を新しくする、置き換える作業のことを言います。
武豊町は令和５年に現在の IT 環境を大幅に更新する予定です。
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災
害
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
活
用
を

「
水
害
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
」

は
い
つ
頃
配
布
予
定
で
す
か
。

総
令
和
３
年
４
月
15
日
号
の

広
報
紙
と
併
せ
て
、
全
戸

配
布
す
る
予
定
。

ど
の
よ
う
な
活
用
を
考
え
て

い
ま
す
か
。

町長
ま
ず
は
、
各
ご
家
庭
に
お

い
て
、
役
立
て
て
い
た
だ

き
た
い
。

ま
た
、
学
校
に
お
い
て
は
、
防
災

教
育
の
中
で
活
用
を
考
え
て
い
る
。

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
見
る

こ
と
が
で
き
る
、
W
E
B
版

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
導
入
し
て
は
ど

う
か
。総

W
E
B
版

ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
の
有
益
性
は

認
識
し
て
い
る
。
今

後
、
導
入
に
向
け
て

の
調
査
研
究
を
進
め

て
い
き
た
い
。

子
ど
も
の
発
達
支
援
・
相
談
支
援
を

就
学
前
に
放
課
後
等
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
や
放
課
後
児
童
ク

ラ
ブ
な
ど
の
利
用
の
仕
方
や
事
業
所

の
紹
介
を
す
る
説
明
会
を
行
っ
て
は

ど
う
か
。福

放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

に
つ
い
て
の
説
明
会
を
、

あ
お
ぞ
ら
園
を
含
め
た
、
町
内
の
保

育
園
に
通
っ
て
い
る
園
児
の
保
護
者

を
対
象
に
、
実
施
に
つ
い
て
検
討
し

た
い
。「

児
童
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
」

整
備
に
つ
い
て
の
お
考
え
は
。

福
今
年
６
月
か
ら
、
足
掛
か

り
と
な
る
、
相
談
支
援
事

業
と
保
育
所
等
訪
問
支
援
事
業
を

「
あ
お
ぞ
ら
園
」
に
お
い
て
開
始
し

た
。「

児
童
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
」
設

置
の
た
め
の
、
課
題
の
整
理
を
進
め

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

未
曽
有
の
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て

行
政
の
役
割
は
非
常
に
大
き
い

こ
の
危
機
を
乗
り
越
え
る
た

め
、
行
政
と
し
て
課
題
の
整

理
、
実
行
を
ど
の
よ
う
に
す
す
め
る

の
か
。町長

平
成
24
年
に
作
成
し
た

「
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

等
対
策
行
動
計
画
」
に
沿
っ
て
、
町

民
の
生
活
の
安
全
・
安
心
の
視
点
か

ら
課
題
を
整
理
し
「
生
活
」
「
子
ど

も
」
「
医
療
」
「
地
域
経
済
」
を
基

本
と
し
、
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
最
適
な

施
策
を
講
じ
て
い
く
。

感
染
者
な
ど
に
対
す
る
誹
謗

中
傷
を
誘
発
さ
せ
な
い
対
策

が
必
要
で
は
な
い
か
。

福
町
長
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

を
活
用
し
た
メ
ッ
セ
ー
ジ

発
信
や
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
住
民

メ
ー
ル
で
の
お
願
い
を
行
っ
て
い

る
。
今
後
も
実
施
可
能
な
限
り
啓
発

に
努
め
て
い
く
。

町
内
で
進
行
中
の
大
型
事
業

へ
の
影
響
は
。
ま
た
、
事
業

計
画
に
感
染
対
策
設
備
を
導
入
す
べ

き
で
は
な
い
か
。

企
進
行
中
の
大
型
事
業
は
、

温
水
プ
ー
ル
、
武
豊
中
央

公
園
、
知
多
武
豊
駅
東
の
区
画
整

理
、
知
多
南
部
広
域
環
境
セ
ン
タ
ー

事
業
の
４
つ
が
あ
る
が
、
現
時
点
で

進
捗
に
影
響
は
な
い
。

感
染
対
策
と
し
て
、
屋
内
温
水

プ
ー
ル
に
は
洗
面
所
な
ど
へ
の
自
動

水
栓
設
置
、
武
豊
中
央
公
園
へ
は
、

感
染
予
防
の
注
意
喚
起
看
板
の
設
置

を
予
定
し
て
い
る
。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
流
行
の
季

節
を
前
に
、
医
療
機
関
と
の

協
調
し
た
施
策
が
必
要
で
は
な
い
か
。

福
町
内
の
医
療
機
関
と
定
期

的
に
連
絡
調
整
す
る
機
会

を
設
け
、
必
要
な
対
策
を
取
っ
て
い

く
。

▲人権の尊重を
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総 総務部
教 教育部経 生活経済部

福 健康福祉部
企 企画部

建 建設部

住
む
場
所
の

危
険
度
を
知
っ
て
！

公
明
党
議
員
団

　
　
甲
斐
百
合
子 

議
員

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る

行
政
対
応
は

き
ず
な

　
　
石
原　
壽
朗 

議
員

●災害ハザードマップとは
自然災害による被害を予測し、その被害範囲を地図化したものです。予測される災害
の発生地点、被害の範囲や程度、さらには避難経路や避難場所などの情報が地図上
に示されています。武豊町のハザードマップはこちらの QR コードから。



行
事
の
開
催
・
中
止
の
決
定
は

９
月
以
降
の
行
事
の
開
催
・

中
止
の
判
断
は
ど
の
よ
う
に

決
定
さ
れ
た
か
。

町長
国
や
県
か
ら
示
さ
れ
た
基

本
的
対
処
方
針
と
感
染
拡

大
予
防
対
策
指
針
な
ど
を
基
準
に
各

行
事
の
役
員
会
、
実
行
委
員
会
に
お

い
て
主
体
的
に
判
断
を
い
た
だ
き

「
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
本

部
員
会
議
」
に
お
い
て
最
終
決
定
を

し
て
き
た
。
９
月
か
ら
令
和
３
年
１

月
ま
で
中
止
と
な
っ
た
主
な
行
事
は

「
武
豊
町
消
防
操
法
大
会
」
「
武
豊

町
文
化
協
会
、
芸
能
祭
」
「
武
豊
町

戦
没
者
追
悼
式
」
「
武
豊
町
民
文
化

祭
」
「
町
一
斉
防
災
訓
練
」
「
武
豊

町
産
業
ま
つ
り
」
「
た
け
と
よ
ス

ポ
ー
ツ
Ｄ
a
y
」
「
ゆ
め
た
ろ
う
ス

マ
イ
ル
マ
ラ
ソ
ン
」
で
す
。

避
難
所
で
の
感
染
症
対
策
が

必
要
だ
が
防
災
訓
練
は
ど
う

す
る
の
か
。

総
現
在
、
上
ケ
・
下
門
・
馬

場
・
玉
東
の
各
区
自
主
防

災
会
や
武
豊
町
防
災
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
会
の
協
力
の
も
と
「
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
を
具
備
し
た

避
難
所
開
設
運
営
」
に
つ
い
て
の
訓

練
開
催
を
検
討
し
て
い
る
。

憩
い
の
サ
ロ
ン
の
再
開
は
。

福
再
開
に
向
け
ヒ
ア
リ
ン
グ

を
し
「
憩
い
の
サ
ロ
ン
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
」
を
作
成
し
各
会
場
の

役
員
代
表
に
説
明
し
た
が
、
再
開
は

難
し
い
と
考
え
て
い
る
。

成
人
式
の
開
催
は
。

教
各
中
学
校
ご
と
に
、
卒
業

生
と
そ
の
学
区
の
在
住
者

の
２
部
制
で
開
催
を
予
定
し
て
い

る
。
内
容
に
つ
い
て
は
実
行
委
員
会

で
精
査
し
時
間
短
縮
を
図
る
。

Q&Aその後どうなった？
通
学
路
に
お
い
て
６

月
の
緊
急
点
検
の
結

果
ど
の
よ
う
な
対
策
を
行
う

の
か
。対

策
が
必
要
な
１９
カ

所
の
う
ち
、
町
道
交
差

点
５
カ
所
は
防
護
柵
を
設
置

の
予
定
で
あ
る
。

施
工
箇
所

 

・
北
山
構
造
改
善
セ
ン
タ
ー

南
東
の
点
滅
信
号
の
交
差
点

 ・
名
鉄
知
多
新
線
跨
線
橋
南
、

町
道
笠
松
線
の
Ｙ
字
交
差
点

 

・
町
道
武
豊
港
線
の
役
場
西

の
信
号
交
差
点

 

・
緑
丘
小
学
校
南
西
の
信
号

交
差
点

 

・
町
道
武
富
線
の
衣
浦
小
学

校
南
の
白
山
の
信
号
交
差
点

工
期

令
和
２
年
７
月
７
日
完
了

※

そ
の
他
14
カ
所
は
今
年
度
以

　
降
順
次
対
応
し
て
い
き
ま
す
。

▲緑丘小学校南西の信号交差点 ▲町道武富線、衣浦小学校南の白山の信号交差点

危
険
箇
所
の
対
策
は

令
和
元
年
１２
月
議
会
で
質
問
！！

令
和
元
年
１２
月
議
会
で
質
問
！！
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コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る

町
行
事
の
開
催
は

き
ず
な

　
　
青
木　
信
哉 

議
員

●ガードパイプの設置
滋賀県大津市で交差点で車同士がぶつかり、信号待ちをしていた保育園児ら 16 人が死傷した事故を
受け、本町では通学路を重点的に点検し、危険度が高い交差点付近に車の進入を防ぐガードパイプを
設置しました。
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水筒に冷たい水をどうぞ P.5に関連記事あり

！！

02. 特集〈令和元年度決算など〉
05. 特集〈臨時会〉
07. 一般質問〔会派代表〕
11. 一般質問〔個人質問〕
15. Q&A その後どうなった？
16. 町民にインタビュー・編集後記

目 次

 

議
会
だ
よ
り

未
来
の
た
め
に
考
え
よ
う
、み
ん
な
も
一
緒
に

武
豊
町 

の 

武
豊
町 

の 

A案

　
12
年
前
に
夫
・
４
歳
・
２
歳
の

子
と
武
豊
に
転
入
。
現
在
子
ど
も

は
高
校
１
年
生
・
中
学
２
年
生
・

小
学
６
年
生
に
な
り
ま
し
た
。

自
分
だ
け
で
は
育
て
ら
れ
な
い

　
子
ど
も
が
小
学
生
に
な
る
と
、

学
校
で
の
様
子
な
ど
子
ど
も
を
取

り
巻
く
環
境
が
見
え
に
く
く
な
り

ま
し
た
。
保
護
者
は
先
生
方
や
地

域
と
積
極
的
に
関
わ
る
こ
と
が
大

切
だ
と
思
い
ま
す
。
今
年
は
学
校

の
役
員
を
引
き
受
け
て
、
よ
り
強

く
感
じ
て
い
ま
す
。
地
域
に
開
か

れ
た
学
校
は
、
住
み
や
す
い
ま
ち

づ
く
り
に
と
て
も
重
要
だ
と
思
い

ま
す
。

私
に
も
何
か
で
き
る
か
も
し
れ
な
い

　
２
年
前
に
県
の
女
性
指
導
者
研

修
会
に
参
加
し
、
い
ろ
い
ろ
な
活
動

を
し
て
い
る
人
に
出
会
い
ま
し
た
。

ま
ち
づ
く
り
に
と
て
も
興
味
が
湧

き
、
講
師
に
も
た
く
さ
ん
質
問
を
し

ま
し
た
。
12
年
武
豊
町
に
住
ん
で
、

見
え
て
き
た
こ
と
の
中
で
、
私
に
で

き
る
こ
と
が
何
か
あ
る
か
も
し
れ
な

い
と
思
い
ま
し
た
。

武
豊
町
の
こ
と
知
ら
な
か
っ
た
な…

　
昨
年
度
は
ま
ち
づ
く
り
会
議
、

今
年
度
は
総
合
計
画
審
議
会
に
参

加
し
て
、
も
っ
と
ま
ち
づ
く
り
に

関
わ
り
た
い
！
と
思
う
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
武
豊
町
に
つ
い
て
、

役
場
の
職
員
さ
ん
や
参
加
者
の
み

な
さ
ん
と
話
し
て
、
自
分
の
想
い

の
伝
え
方
も
分
か
っ
て
き
ま
し

た
。

気
軽
に
意
見
が
言
え
る
場
所
を
！

　
自
分
の
子
ど
も
が
大
き
く
な
っ

て
も
、
地
域
の
子
育
て
に
関
わ
っ

て
い
き
た
い
で
す
。
意
見
が
取
り

入
れ
ら
れ
る
と
町
へ
の
愛
着
が
増

し
ま
す
。
誰
で
も
気
軽
に
意
見
が

言
え
る
場
所
は
ま
ち
づ
く
り
の
第

一
歩
で
す
よ
ね
。

名
言

　
子
ど
も
っ
て
生
き
て
る
だ
け
で

                  
パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト

見やすくてよみまちがいにくい
ユニバーサルデザインフォント
を採用しています。

　「新しい生活様式」皆さんは、もう慣れましたか？
マスクには慣れましたが、この夏の暑さでは息苦し
く、暑さも増して、なかなか辛いものでした。
　先日、運転中は良いだろうとマスクを外しました。
目的地に着き、マスクを車内に置き忘れた事に気が付
きました。幸い予備のマスクをバックに入れていたの
で、事なきを得ましたが、少し「ヒヤッ」としました。去
年の夏には想像もつかない出来事です。
　コロナ禍において、私のように「ヒヤッ」としただ
けでなく、噂話やコロナ差別を受けて、辛い思いをし
た人もいます。相手を思いやる心と、医療従事者を始
め頑張ってくださっている方々への感謝を大切に、こ
のコロナ禍を乗り切っていきましょう。

編 集 後 記

ご意見募集 議会傍聴

一般質問の放送予定

ケーブルテレビ（ＣＣＮＣ）
12月12日(土)・26日(土)
午前9時から

次回定例会日程(予定)

「議会だより たけとよ」が
掲載されています。

【マチイロ】

地方自治体広報誌アプリ

11月 20日 （金） 請願・陳情提出期限

12月 1日 （火） ９時 開会　　　　　　

 3日 （木） ９時 一般質問　　　　

 4日 （金） ９時 一般質問　　　　

 11日 （金） ９時 議案質疑　　　　

 15日 （火） ９時 総務企画委員会

  　　１４時 　文教厚生委員会

 16日 （水） ９時 建設経済委員会

 18日 （金） １４時 採決

　みなさまからの議会に関するさまざまなご意見を
募集しています。応募は、手紙・電話・メールで。

　  〒470-2392 武豊町字長尾山２番地
　  （0569）72-1111（内線208）
　  gikai@town.taketoyo.lg.jp
※応募に当たっては、必ず、住所、氏名、連絡先(電話・メールアドレ

ス)を記入してください。掲載時は、ご希望によりイニシャル表示と
します。また、写真・ご意見とも掲載時に編集することがあります。

　本会議場で行われる議会は、どなたでも傍聴する
ことができます。また、各委員会は、委員長の許可が
必要となります。

議会だより１７２号（令和２年７月１５日発行）の掲載に誤りがありました。
３ページ特集
誤：「生活保護・就労継続の障がい者への生活支援として１万円支給！」
正：「生活介護・就労継続の障がい者への生活支援として１万円支給！」
　 ご迷惑をおかけしたことをお詫びするとともに、訂正させていただきます。

▲武豊中央公園で遊ぶ子どもとわたし

【お気に入りの一枚】

藤野　由香里さん
ふじ　の　　　　ゆ　か　 り　

わたし

武
豊
と

「武豊とわたし」というテーマで町民にインタビュー

知れば知るほど関わりたくなる！好きになる！
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お詫びと訂正


